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研究成果概要 
 乗鞍岳の森林限界を形成するオオシラビソについて 2012 年から年間を通しての水分

収支についての継続測定を行っている。その結果から、年度毎の報告書に記したとおり、

特に冬季から初夏にかけて積雪面から出て越冬する部位の枝で水の通導が消失するこ

と、それは従来いわれてきた仮道管内に気泡が入るためではなく、仮道管間の壁孔膜が

閉鎖するためであることを明らかにしてきた。  
この現象を継続測定することで、年によって変動があることがわかってきた。壁孔膜

は、初冬から 1 月までの気象条件が厳しい（低温、乾燥）と閉鎖し、初夏の 6～7 月まで

通導能力を失う。その結果、葉は乾燥し水分ストレスに陥り、枯死するものもあり、そ

れを免れても光合成開始が大幅に遅れる。しかし初冬～1 月にかけて比較的温和な気象条

件（気温が高め、雪が多いなど）の年には、厳冬期に壁孔膜が閉鎖することはなく、冬

中を通して木部の通導は保たれ、雪解け後の 5 月には水ストレスは解消し、光合成が可

能となることが分かった。2016 年～2017 年冬は、初冬～1 月の気温が高めで、3 月にな

っても通導は保たれた。3 月以降は気温は例年より低く降水量も少なかったために、水部

ストレスは高まったが、通導が保たれていたために、速やかに回復することができた。 
 乗鞍岳のオオシラビソのこのような能力は、富士山など太平洋側の山の森林限界を構

成するシラビソとは対照的であることが示され、オオシラビソが冬季積雪の多い日本海

側の山に適応していることが論議された。 
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